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　HTMLとCSSはどちらもWorld Wide Web Consortium（W3C）2 ）という団体が仕様を策定してい
て、2016年 2 月 5 日現在、最終バージョンがHTML5とCSS Level 3である。なお、似たような














　まずタグについて。要素名を < と > で挟む。開始タグと終了タグがあり、終了タグにはスラッ
シュ / を付ける。タグで囲まれた部分が要素である。
　なお開始タグと終了タグの他に、終了タグを伴わない空タグもある。
図 2 - 1 ．タグと要素




















表示されるように alt属性を用いる（例： <img src=”haru.jpg” alt=”春” /> ）。WordPressの場合、
「メディアを追加」機能で書き込む。
（4） strong要素
　<strong>文 字 列</strong> のように用いる。太字にして強調し、重要であることを示す。
（5） span要素




































図 2 - 3 ．絶対パスと相対パス

















太さは直接長さで指定することもできるし、キーワードでも指定できる（図 2 - 7 ）。色も指定

















に1emの余白を空けるときは、<p style=”width:280px; margin-top:1em; padding-top:1em; border-



























































図 3 - 1 - 1 ．段組み無しの場合のHTMLコード
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　まず最初にp要素（段落）を縦に並べただけのシンプルな例について見てみる（図 3 - 1 - 2 ，












※ 図 3 - 1 - 1 ではこれらのspan要素やstrong要素を見やすいように行を改めている。普通
はこれで問題ないのだが、WordPressを用いると、行の右端に<br />を書き足されて本当
に改行してしまうので注意が必要である。
　 4つめのp要素には 2つのimg要素が中に入っていて、画像を 2つ表示しているだけなのだ
が、書き方にちょっとしたコツがいる。 2つの<img src=" ・・・ ">を別々の行に書いてしまう
とWordPressが<br />を書き足して画像が縦に並んでしまう。そうかといって 2 つの<img 
src=" ・・・ ">を横に並べて書いてしまうと、 2つの画像がぴったりとくっついてしまって見
にくい。そこで、半角スペースを間に入れて、<img src=" ・・・ "> <img src=" ・・・ ">のよう
に書くと少し隙間を開けることができる。
　この例では、画像をPC画面では 2枚横に、スマートホン画面では縦に並べる方法を紹介した。










パティでp要素の横幅を指定し、ﬂoatを用いて左に寄せて並べる。PC画面での表示は図 3 - 2 - 1
のようになり、スマートホン画面では図 3 - 2 - 2 のようになる。以下で、図 3 - 2 - 3 のHTMLコー
ドについて詳しく見ていく。
図 3 - 2 - 1 ．2 段組みの場合のPC画面
















　 3つめの例は長めのキャプションの付いた画像を横に 3つ並べる場合である（図 3 - 3 - 2 ，




図 3 - 2 - 3 ．2 段組みの場合のHTMLコード
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　さて今回の場合、図 3 - 3 - 2 を見てわかるように、画像の下に少し長めの文章が付いている。
スマートホン画面では、画像とその下の文字の間に、なぜか隙間が開くため、その文章が上の
画像の説明か下の画像の説明かがわかりにくい。そこで境界線を入れて、コマ割りしてみた。
　以下、図 3 - 3 - 1 のHTMLコードについて詳しく見ていく。
　 1つめのp要素は、フォント（太字・拡大120％）以外には何も指定がないので、横いっぱい
に広がっている。中の文字は左揃えで配置される。
　 2つめと 3つめと 4つめのp要素はスタイルシートによって、以下のように設定されている。
（1） 横幅が240pxに指定されており（width:230px ＋ margin-left:10px）、更にp要素が左から
順に横並びするように指定されている（ﬂoat:left）。PC画面では横幅が720pxあるので、










































 3 ）CSS3では色を表すキーワードとしてaqua, black, blue, fuchsia, gray, green, lime, maroon, navy, olive, purple, 
red, silver, teal, white, yellowの16色が定義されている。なお、使えるアルファベットは小文字のみである。
　　https://www.w3.org/TR/2011/REC-css3-color-20110607/
 4 ）画像サイズはmax-widthプロパティで最大値を決め、width:100％に設定されているようである。この
ように設定すると、親要素（第 3章の 3つ例ではp要素のこと）が十分大きい時には元の画像サイズ
で表示され、親要素が小さいときにはその横幅で表示される。スマートホンのような画面が小さいと
きにも、画像がうまく収まる。
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